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６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

 

本申請課題では，大規模な計算環境を活かした多目的環境下における進化型計算，進化型多目的

最適化のアルゴリズム開発およびその応用に関する研究を推進した． 

アルゴリズム開発としては，右下図に示すような実数値を離散化した探索履歴情報を活用するこ

とにより単に探索の重複を避けるだけでなく，状況に応じて戦略を変化させるアプローチを開発し，

代表的なテスト関数を用いた数値実験を通してその有用性を検証することができた（下記，研究成

果(1)および(5)）． 

また，大規模問題への応用としては，看護師

勤務表作成問題に対し，厳密解法と進化計算を

組み合わせる全く新しいアプローチを開発した

（研究成果 (2)）ほか，大規模配送計画問題

（VRP）に対して申請者らの既存のアプローチ

を改良したアルゴリズムの開発（研究成果(3)，

(4)）などの研究成果を挙げることができた． 

そのほか，進化計算の分野における第 1 人者 

Deb 先生を招待講演に呼び，大規模計算環境化

における進化計算をテーマにミニシンポジウム 
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（研究成果のつづき） 

を開催し，本申請に関わる研究者を中心に先端的取り組みについて発表し，今後の方向性について

意見交換するとともに将来的な更なる連携の足がかりとなる議論を交わすことができた． 
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